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	01 第１～第２★
	※　上記のそれぞれの対象書類の枚数は一致する。
	※　輸送箱には，「管理番号」が印字されており，市町村において輸送箱を開梱していく順番になっている。この「管理番号」別の『輸送箱』の中には，「調査区番号」及び「世帯番号」の昇順により，対象となる調査書類が収納されている。
	※　上記の書類・用品は，『調査書類入れ（手さげ袋）』に収め，『調査書類入れ名札』を貼付し交付する。
	ウ　調査員への交付に当たっては，次のとおり遺漏のないよう準備する。
	・　調査員への交付用に準備した『インターネット回答利用ガイド』は，印字されている「調査区番号（単位区番号）」の境目を間違えないように，調査区（単位区）ごとに分けて，一番上と一番下の「調査区番号（単位区番号）」が一致するかを確認する。
	・　不足が見込まれる場合は，「提出状況管理システム」によりログインＩＤを追加発行し，「市区町村コード」，「調査区番号」及び「世帯番号」（以下「調査区番号」及び「世帯番号」等という。）が印字されていない『インターネット回答利用ガイド』に印刷する。
	(ｲ) 『郵送提出用封筒』の交付に係る準備事務
	・　調査員への交付用に準備した『郵送提出用封筒（黒字）』に印字されている「調査区番号（単位区番号）」の境目を間違えないように，調査区（単位区）ごとに分けて，一番上と一番下の「調査区番号（単位区番号）」が一致するかを確認する。
	・　不足が見込まれる場合は，『郵送提出用封筒（青字）』を以下のとおり準備する。
	①　「提出状況管理システム」により，『郵送提出用封筒（青字）』に貼付する「調査区番号」及び「世帯番号」等の印刷用ファイルを出力し，剥離紙に印刷する。
	②　「調査区番号」及び「世帯番号」等が印字されていない『郵送提出用封筒（青字）』の表面下部に，「調査区番号」及び「世帯番号」等を印刷した剥離紙を貼付する。
	・　調査員への交付用に準備した『調査票（印字あり）』に印字されている「調査区番号（単位区番号）」の境目を間違えないように，調査区（単位区）ごとに分けて，一番上と一番下の「調査区番号（単位区番号）」が一致するかを確認する。
	・　『インターネット回答利用ガイド』及び『郵送提出用封筒（青字）』を追加で作成した場合は，『調査票（印字なし）』の予備を調査員に交付する。
	世帯に質問し，その報告に基づいて調査員がＯＣＲ調査票に記入する。
	◍　『点字調査票（回答用紙）』は，「世帯員について記入する欄」の回答用として世帯員１人につき３枚と，「世帯について記入する欄」の回答用１枚を配布する。
	◍　「聞き取り調査」は，近隣の人や管理員など当該調査区内の人から行うこととし，アパート・マンションの管理会社など当該調査区外の者への電話・訪問などによる聞き取りは原則として行わないよう指示する。
	インターネット回答世帯及び郵送提出世帯（※）の特定事務を実施する期間（10月８日以降）に，『回答状況確認表』と『調査世帯一覧』の情報とで「調査区番号」及び「世帯番号」等が一致しない世帯がある場合は，指導員又は市町村に連絡するように調査員に対して指導する。
	調査票配布時の世帯との面接の際，高齢者のみ世帯などで，調査票記入の支援が必要と思われる世帯があることがわかった場合は，世帯に対し記入支援を申し出ることや『拡大文字調査票』を配布することなど，適切な対応をとるように調査員に対して指導する。
	調査員から調査に協力が得られないため調査票を回収できない世帯があった旨の連絡などがあった場合は，指導員に対し，当該世帯に対する説明又は調査員に代わっての調査（代行調査）を行うよう指導する。
	なお，指導員による代行調査によっても協力が得られない場合などには，必要に応じ市町村において当該世帯への説明と調査票の提出要請を行う。
	◍　『国勢調査員証の対訳』及び『連絡メモ（外国語用）』は，「国勢調査業務ポータルサイト」に掲載することとしているので，必要に応じて印刷して使用する。
	◍　外国人の調査及び目が不自由な人の調査については，「第２-◆ 実査前の事務- 10-(7)及び(8)」を参照
	《留意事項》
	◍　『回答状況確認表』の出力方法は『オンライン調査システム説明書』104～108ページ参照
	◍　インターネット回答世帯及び郵送提出世帯の特定期間についても，世帯はインターネットで回答することができることから，調査員に対して，『回答状況確認表』は「○月〇日時点」の情報であることを伝えるよう留意する。
	また，『回答状況確認表』と『調査世帯一覧』とで「世帯番号」等が照合できない世帯がある場合は，既に提出された調査票や『回答状況確認表』から『調査世帯一覧』の「(7)回収結果」欄に記入誤りがないかを調査員に確認するよう指導する。
	必要に応じて調査員に対し，速やかに『調査世帯一覧』，『調査区要図』，『インターネット回答利用ガイド』，『調査票（印字あり）』及び『郵送提出用封筒（黒字）』などの残部を提出するよう指示する。
	この場合は，市町村において，「提出状況管理システム」のインターネット回答世帯の代表者氏名や所在地や『郵送提出用封筒』の「差出人」欄及び郵送で提出された調査票の記入内容と『調査世帯一覧』，『調査区要図』の照合を行うことで，インターネット回答世帯及び郵送提出世帯の「世帯番号」等を正しく特定し，指導員又は調査員に連絡する。
	《留意事項》
	◍　インターネット回答世帯の正しい調査区番号及び「世帯番号」等の特定は，『回答状況確認表』の代表者氏名や所在地欄を有効に活用する。
	《留意事項》
	◍　「調査区番号」及び「世帯番号」等の修正方法は，『オンライン調査システム説明書』86～97ページ参照
	◍　『調査書類収納封筒』（封筒づめしたもの）の配布誤り等により，インターネット回答世帯の「調査区番号」及び「世帯番号」等を修正する場合，『調査世帯一覧』の「調査区番号」及び「世帯番号」等を修正することは，事務の混乱を招く恐れがあるので，「提出状況管理システム」の「調査区番号」及び「世帯番号」等を修正する。
	《留意事項》
	◍　『回答状況確認表』の出力方法は『オンライン調査システム説明書』104～108ページ参照
	◍　インターネット回答世帯の特定期間についても，世帯はインターネットで回答することができることから，調査員に対して，『回答状況確認表』は「○月〇日時点」の情報であることを伝えるよう留意する。
	また，『回答状況確認表』と『調査世帯一覧』とで「調査区番号」及び「世帯番号」等が照合できない世帯がある場合は，既に提出された調査票や『回答状況確認表』から『調査世帯一覧』の「(7)回収結果」欄に記入誤りがないかを調査員に確認するよう指導する。
	必要に応じて調査員に対し，速やかに『調査世帯一覧』，『調査区要図』，『インターネット回答利用ガイド』，『調査票（印字あり）』の残部を提出するよう指示する。
	この場合は，市町村において，「提出状況管理システム」のインターネット回答世帯の代表者氏名や所在地などと『調査世帯一覧』と『調査区要図』の照合を行うことで，インターネット回答世帯の「調査区番号」及び「世帯番号」等を正しく特定し，指導員又は調査員に連絡する。
	《留意事項》
	◍　インターネット回答世帯の正しい「調査区番号」及び「世帯番号」等の特定は，『回答状況確認表』の代表者氏名や所在地欄を有効に活用する。
	《留意事項》
	◍　「調査区番号」及び「世帯番号」等の修正方法は，『オンライン調査システム説明書』86～97ページ参照
	◍　『調査書類収納封筒』（封筒づめしたもの）の配布誤り等により，インターネット回答世帯の「調査区番号」及び「世帯番号」等を修正する場合，『調査世帯一覧』の「調査区番号」及び「世帯番号」等を修正することは，事務の混乱を招く恐れがあるので，「提出状況管理システム」の「調査区番号」及び「世帯番号」等を修正する。
	(1) 『郵送提出用封筒』などに入れて，封をして調査員に提出された（以下「封入提出」という。）調査票があった場合については，開封しないよう調査員に指導する。
	また，担当の調査員に対して，当該世帯の「調査区番号」及び「世帯番号」等，調査票の受付月日を連絡し，『調査世帯一覧』の「(7)回収結果」欄の「郵送等」に「○」を記入するとともに「(9)備考」に市町村における受付月日及び市町村に直接提出された旨を記入するよう調査員に指導する。
	《留意事項》
	◍　ＱＲコードのある『郵送提出用封筒（黒字）』 には，不足が見込まれる場合に準備した『郵送提出用封筒（青字）』を含む。
	《留意事項》
	◍　『郵送提出用封筒』の受領管理方法は『オンライン調査システム説明書』 61～62ページ参照
	《留意事項》
	◍　『郵送提出用封筒（青字）』の受領管理方法は『オンライン調査システム説明書』61～62ページ参照
	《留意事項》
	◍　聞き取り調査を行った世帯に配布する『調査票（印字なし）』及び『郵送提出用封筒（青字）』は，調査票第１面下部の「調査員記入欄」と封筒の表面の「調査員使用欄」に「調査区番号」及び「世帯番号」等を記入してから配布するよう調査員を指導する。
	世帯から，調査期間（９月14日から10月20日まで）内に調査が行われなかったり，重複して調査が行われた旨の届出があった場合は，以下により適切に対応する。
	◍　移管方法は，『オンライン調査システム説明書』98～103ページ参照
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